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上部消化器癌手術症例における

術前免疫強化栄養療法の有用性の検討

島   貴, 川

野 洋 知, 藤

横浜市立大学附属市民総合医療センター 7肖化器病センタータト科

要 旨 : 【目的】消化器癌待機手術症例における術前免疫強化栄養 (IEEl) 投与の有用性, および,

抗酸化成分を強化したE Ilの従来IEElに対する有用性を明らかにする.

I対象と方法】2008年2 月から2008年 9 月までの待機的胃切除術症例のうち, 31症例についてE D 投

与を受けた18症例を投与群, 術前 IEEl投与を受けなかった13例を非投与群とした 投与群に対して

従来のIEEl lCz H I°) と抗酸化成分を強化したIED (灼 Oヾ M O) を無作為に投与した 投与群と井投

与群で術前後の血液生化学データ, 術後14日以内の感染性合併症発生と術後在院日数を比較 投与群

について周術期アウトカムと, 術後の酸化ストレスマーカー (尿中8 1soplostarlc, 尿中 8 0 H dC ) の

酒l定値を比較した

【結果】投与群において術後在院日数が短い傾向 (p = 0 074) を認めた 第7病日における血清 CRP

値は投与群で有意に低値 (P
= 0 007) であった. IEElの種類別で感染性合併症, 術後在院日数に差は

なく, 酸化ストレスマーカーの周術期の変化についても有意な差は認めなかった

I結論】胃癌手術症例に対する免疫経腸栄養剤の術前投与が血波生化学データの改善および術後在院

日数に対する影響について有用な傾向を認めた また抗酸化成分を配合した新規IEIlの従来IEElに

対する有用性については明らかでなかった

駒 17Klrd母 待機的胃切除, im m uEoN 面よo■, 術前投与, 術後在院ヨ数, 酸化ストレス

Q - 3 系脂肪酸から合成されるエイコサノイドのほうが

活性が低いため, 抗炎症作用や免疲低下抑制作用あると

されている アルギニンは免渡系を賦活することや創傷

治抵を促進する1) 近年, これらを豊富に含み, 宿主の

免渡能賦活を目的とした経腸栄養剤が市販されるように

なり,im rnllne cnhanculg cntclal dict (fom ■la)(以下,IEEl),

免凌賦活栄養剤などと呼ばれている IED の中でも含有

栄養素や配合比率が各々異なっており, 邸 0 Pヽ は, 5

大栄養素を 「日本人の食事摂取基準 (2005年版)J を参

考に調整し, さらにポリフェノールなどの栄養素を配合

した濃厚流動食品である. 1血 あたり1瞳alで, 1 日あ

たり1200kca の摂取で日本人の食事摂取基準のビタミン

やミネラルの推奨量または目安量をほぼ充足でき, さら

にカテキン, プロアントシアニジンなどのポリフェノー

はじめに

栄養と免麦が深くかかわっていることは近代医学が発

達する以前からよく認知されている 近年, 単なる栄養

という以上に, 免濃力を高める案理学的な効果が期待さ

れる栄養素は m lIIlll■Ont tI■cnts などと呼ばれ, グルタミ

ン, 0 - 3 系脂肪酸, アルギエン等があげられる グル

タミンは体内に豊富に存在する非必須アミノ酸である

が, 侵襲下では必要量が増加し, 相対的なグルタミン不

足になるため, 侵婁生体にとっては必須アミノ酸的な性

格を示すとされる o - 3 系指肪酸はプロスタグランジ

ンやロイコトリエンなどのエイコサノイドと呼ばれる脂

質系メディエータの原料となる多価不飽和脂肪酸のう

ち, Q - 6 系脂肪酸から合成されるエイコサノイドより
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